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★福祉サービス事業所説明会をふりかえって

【今年度の総括】

7 回シリーズとしてお届けした「福
祉サービス事業所説明会」（左表参照）。
２８事業所が参加し、のべ９５人

の保護者の皆様に情報提供ができま
した。
今年の取り組みの総括と点検評価

の結果をお伝えします。

◆高い保護者評価を実感！
左図をご覧ください。毎回の説明

会でアンケートをお願いしています
が、５段階平均で４．３でした。
書いていただいたご意見も温かく

ポジティブなメッセージばかり。
特に印象的だったのは、「保護者の

参加が少なく、いつも同じ顔ぶれで
もったいない。」との感想と、「実際
の事業所を見学したい」というご希
望です。説明会の魅力をアピールす
る方法を工夫する必要があると感じ
ました。
◆高まる事業所の意識を実感！
参加事業所にもご意見をお聞きし

ました。結果は左図のとおりです。
学校が主催する行事にもかかわら

ず、有明圏域（２市４町）全体の課
題としてお考えいただいている意見
や、参加事業所自身が、他事業所と
切磋琢磨し、よりよいサービスの提
供や、その説明方法、アピールの戦
略について考える機会にしていただ
けています。本校の狙い以上の成果
を感じ、嬉しく思いました。

以上の総括と反省を踏まえて、また次年度も発展継続していく予定です。
どうぞご期待ください。

＜編集後記＞
総括には入れていませんが、今回の説明会では説明と同時に、５事業

所の自社製品販売がありました。
そのうち２事業所は、本校の卒業生が販売担当として来校

しました。卒業生が活躍する姿も同時に見ることができる説
明会は、笑顔いっぱいで、企画する私たちもエネルギーをも
らっています。卒業生の活躍する姿は最高です！（谷口）


